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火賢件檄・損害が増加しτい●す。
【火災発生状

"青葉区の火災件数は 10月 31曰現在、47件で昨年同時期と比べて7件増加しています 出火日
困は放火が最も多く、ついで、こんら、電気機器となつています。

また、焼失床面積は 昨年より344市多い484“となつています.
故火を防ぐため、「放火させない、取火されないコ鳩作り」にご協力をお願いしま二 火災を未然

に防ぐため、火災の主な原因の出火防止のポイントをチェックしてみましょう.
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平成 29年 10月 12日 (木,及び 14曰 (土, 横浜市消防割1綺センターで「横浜市消防操法技術
訓練会、自衛消防隊の部及び消防団0部」ユ それそれ開催されました。
この司疇 会は、消防技術の0上などを目的として、「自衛消防隊の的 は毎年、「消防団の部」ま
2年に 1度開催されています
それぞれの部門に参力]した晉隊は 薔彙区の代表とtpr自頃の訓練成果を存分に発揮することが

できました.各部門の訓練結果は下記のとおりです.
【自籠消鯰隊の部】

屋内消火栓操注の部(女〕

・屋肉消火栓操法の部(男子・号女混成)
・小型ボンプ操浩の蔀

たまプラーザテラス自衛消防隊        優良
日本体育大学横浜健志台キャンバス自衛消防隊 優良
三奎ケミカルい 横浜研究所自衛消防隊    優良

【消防国の311
・小型ボンフ操法の部 青葉消防団第三分団第4111

【平成 30年青葉区消防出初式】
0日時 1月 5日 (金)10時 OЭ 分から 11時 30分まで
0場所 青葉公会堂 青葉区役所第2駐車場
0内容 第一部 式典・本違り まとい振り込み・表彰 音楽隊演葵等

第二部 はしご栞り。消防団車両分列行進・消防総合演技・―斉放水

青葉消16団の主な活動(12月 )
●
`2月
 8日 (金),肖防団員幹部候補者研修

●12月 200(水)～ 1月 4曰 (対 年末年始消防特BJ警傭
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